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研究会だより

第 44回岡山失政動物研究会

創立20月年配念大会

平成 14年 11月 29日(金)午後 1時 30分から午

後 5時 20分までメルパルクOKAYAMA(岡山郵便貯

金会館)で日本生物工学会西日本支那の協賛で開

催されたD

はじめに､会長の倉林譲先生 (岡山大学医学部)

から開会の挨拶があり､その後､賛助会員による

講演に移った｡賛助会員による紳演 1は｢有限会社

山本理化の事業概要｣と題 して山本義明氏 ((有)

山本理化､代表取締役)が講演された｡この司会

は浅田伸彦先生 (岡山理科大学理学部)が担当さ

れた｡賛助会員による講演 2は｢弱酸性次亜塩素酸

水を用いた動物実験施設での衛生管理の可能性

ホルマリン億燕に替わる新たな消毒資材としての

活用 飼育汚物排水の消毒処理への応用の可能性｣

と題 して山下光治氏 ((柵エイチ ･エス ･ピー､取

締役技術開発部長)が吉薄演されたOこの司会は佐

藤勝紀 (岡山大農学部)が担当した｡

休憩を取った後､事務局か ら会務報告があった｡

(∋平成 13年度の会計収支決算報告について:収入

994,007円(前年度繰越金 629,110円含む)､支出

423,187円､技高 570,820円であり､平成 14年 5

月 28日に会計監査を受けた｡②平成 14年度の会

計収支中間報告について(1月 1日～11月 27日):

収入 989,832円(前年度繰越金 570,820円含む)､

支出 274.279円､残高 7】5.553円となったo(卦第

19号会報の発行について :9月に発行 し､10月に

会員に送付 した｡新たに英文目次を設けた｡④第

44回研究会 (創立 20周年記念大会)の企画につ

いて :創立 20周年記念に相応 しい企画として､記

念講演の講師に今道友則先生 ((財)動物繁殖研究

所名誉理事長､日本獣医畜産大学名誉教授､日本

動物看護学会会長)を御招待した｡⑤第 45回研究

会の企画について :会員持ち廻 りの研究会で､岡

山大学教育学部の河田哲典先生のお世話で 6月頃

に開催の予定であるO⑥役員 (任期期間 :平成 15

年～16年度)の選任について :現在の理事,監事

は全員留任 とする｡

会務報告後､特別講演に移った｡｢脳と知覚学習

一環境心理学の再出発-｣と題 して三谷恵一先生

(岡山大学文学部行動科学科心理学教授)が講演

された｡この司会は栗本雅司先生 (㈱林原生物化

学研究所藤崎研究所)が担当された｡

特別講演に引き続いて､記念講演が行われたo

記念講演は｢実験動物科学の目覚しい進歩発展を

顧みて､見逃されている大切な問題を考える｣と題

して今道友則先生 ((財)動物繁殖研究所名誉理事

長､日本獣医畜産大学名誉教授,日本動物看護学

会長)が講演されたOこの司会は倉林譲先生 (岡

山大医学部)が担当された｡

記念講演中の今道友則先生

記念講演終了後､同会場で懇親会が持たれたo

会長の倉林譲先生のご挨拶の後､本研究会名誉会

員の矢部芳郎先生から乾杯のご発声をいただき､

和やかな雰囲気のうちに会員相互の親睦を深め､

閉会した｡

賛助会長による講演 l

有限会社山本理化の事業概要

山本義明

有限会社山本理化

*プロフィール

会 社 名 :有限会社 山本理化

代表取締役 :山本 義明

設 立 :1996年 8月

社 員 :4名

資 本 金 :500万円

売 上 高 :1億 2000万 (2002年度見込み)

事 業 内 容 :理化学用ガラス器具 ･理化学機器

の販売有機溶媒回収装置製造 ･販

売 (特許申請中)

医療用具販売

化学薬品 ･工業用資材の販売

事務用機器 ･事務用品の販売

許認可 :毒劇物販売 ･医療用具販売

住所 :〒70318228 岡山市乙多見 52-16

TEL(086)279-0471 FAX(086)279-7181

E-mallyy@oka･urban･ne･jp

URLhttp://ww,optic.or.jp/con/yamanotorlka/
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*弊社取扱品目

◎総合科学研究分野

動物飼育ケージ .･東洋理工

動物解剖実験 :野中理化器

薬理 ･生理機能実験 :KDS
組織培養 :旭テクノグラス

電気泳動 :SICマリソル

◎臨床検査分野

設備 ･実験台 :多田製作所

*弊社の特徴

単に御用聞き営業だけでなくお客様のための情報

提供や特注の製作を心がけています｡

きめの細かいサービスをモットーにしていますO

間口を広くどのような分野にも対応できるように

しています｡

研究分野の推移に応じて適切な情報及び商品を提

供します｡

特にバイオ分野への対応に力をいれています｡

賛助会見による講演2

弔酸性次亜塩素水を用いた動物束族施設での衛

生管理の可能性 ホルマ リン焦蕪に替わる新た

な滑車資材としての活用 飼育汚物排水の消毒

処理への応用の可能性

山下光治

株式会社エイチ･エス･ピー

弱酸性次亜塩素酸水は､広範な抗菌スペクトル

をもち､安全性も高く,安価であることから新た

な消毒資材として.食品衛生管理､施設内感染対

策､畜産衛生管理等に普及してきています｡

消毒剤として汎用されている次亜塩素酸ナ トリ

ウムの殺菌作用の主成分が次亜塩素酸とされ,

この濃度を最大限高めるために pHを調整したも

のが､弱酸性次亜塩素酸水です｡

有効塩素濃度 50ppmで､緑膿菌､黄色ブドウ球

菌 (MRSA,MSSA)サルモネラ菌､カンジダ､セラ

チア等の病原菌に著効で､バチラスの芽胞にも有

効であり､Influenza V.､SFV､HSV､HIV､HVB

などのウイルスを短期間で不活性化することが明

かにされています｡

幅広い抗菌スペクトルと生体への安全性,そし

て安価なランニングコス トを生かして､食品業界

では除菌が困難とされてきたカット野菜洗浄では

従来の 1/100にまで菌数を減 らすことが可能とな

り､施設内感染対策では薬剤コス トの大幅な低減

が一部で実現し､畜産ではホルマリン燥蒸に替わ

る除菌技術が実現しつつあります｡

今回は､とりわけ弱酸性次亜塩素酸水の噴霧に

よる種卵除菌効果と筋化率､及び岡山大学医学部

動物実験施設で行った弱酸性次亜塩素酸水の噴霧

吸入の安全性試験の両者を紹介しつつ､発ガン性､

催腫癌性があるホルマリンの焼蒸に替わる新たな

消毒資材として､弱酸性次亜塩素酸水噴霧の活用

を提起していきたい｡

更に､大幅な経費削減につながる飼育汚物排水

の消毒処理システムの開発と現状について報告し

ます｡

特別講演

脳と知覚学習一環境心理学の再出発一

三谷恵一

岡山大学文学部行動科学科心理学教室

〔1〕実験動物の幸福のために､飼育環境の改革

が強調されている｡その改善は､環境の豊富化

(enrichment)な い しは豊 富 な環 境 条 件 (EC:

enrichedcondition)と呼ばれ､その逆は環境の貧

弱化 (impoverishment)ないしは貧弱な環境条件

(IC:impoverishedcondition)と呼ばれる｡ECは､

ICよりも脳そのものを有意に重くする｡特に､視

覚領 (Ⅴ)の局在する後頭部が重くなるO 逆に､体重

は有意にスリムになる｡

ECの要素の同定に関する多くの実践は短期の

経験に基づく直観的な推察によるものであり､統

制群を設けた実験行動発達学の検証を経た研究は

少ない｡即ち､回り道 ･玩具 ･集団飼育などによ

る視覚 一運動経験 (VME:Yisuaトmotorexperi-

ence)は､それを欠く単なる視覚経験(VE:visual

experience)よりも生活体の知的機能と性格の発

達に効果的であることがラット･マウス ･イヌ ･

サルの実験により明らかにされた｡そこでVEの要

素を追求したところ､ユークリッド幾何学の究極

的二大要素の三角形の知覚学習(PL:perceptual

learning)の効果と円の PLの効果に著しい相違が

発見された02Dの円パターンとパターンの無い白

地のブランク･無地のPLにより身体的生命活動が

破壊されるのみならず､その精神活動も破綻する｡

逆に､三角形パターンPLにより､身体的生命活動

と精神活動の両者が促進され､この待ち望んだ PL

を支えるメカニズムは生得的である｡即ち､脳は

与えられた如何なるパターンでも受け入れて PL

を展開するのではない｡極言すれば､三角形パタ

ーンは遺伝子が支配する心が待ち望んだ環境刺激

であり､円パターンは心が待ち望んでいない環境

刺激である｡曲線のみから描かれたフラクタル図

形や円パターンが 50パーセントを凌駕すると､PL



のみで､つまり栄養などの生化学的要因とは独立

変数としては無関係に､生活体の機能は破壊され

る｡その影響は､｢初期環境 PL｣のみならず ｢後

期環境 PL｣でも生起する｡Hubelと Wieselは､

2D線分の角度(orientation)に関する後頭部 17野

の生得的な特徴分析器の存在を示 したが､その強

度 に関して角度による分化には言及 していない｡

ところが､全体行動 を扱った行動科学の誘 目性

(eye-attractiveness)に関するデータは､水平線

分 と斜線の誘目性は垂直線分より高い傾向にある｡

〔2〕次に 2Dパターンの弁別学習行動とPLとの

関連を検討する｡即ち､ハ一二一型潜在学習(LL:
latentlearning)の発見から､改めて食物強化 と

無関連な PLの重要性が自覚される｡一方では､条

件刺激 (CS)に対する飽和 (satiation)現象である

潜在制止(LI:latentinhibition)の発見は学習理

論に取 り入れられている｡問題は､Plと い とが

共存 した文脈 (context))重視の学習 ･発達理論が

未だ確立していないことである｡

〔3〕最後に､行動発達の 2段階モデルとしての

｢望ましい初期環境 PL｣と｢望ましい後期環境 PL｣
との組み合わせの資料を提示 して､因果発達を重

視 した環境心理学への再出発を問題提起する｡

讐己念講洗

美食動物科学の目覚 しい進歩発展を顧みて､

見逃されている大切な同居を考える

今道友則

(財)動物繁殖研究所名誉理事長

日本獣医畜産大学名誉教授

日本動物看護学会会長

岡山実験動物研究会が創立 20周年を迎えられ

たことをお祝い申し上げ､今後の益々のご発展を

祈 ります｡また､記念講演にお招き戴いたことを

光栄に存 じ､会長倉林教授,事務局長国枝教授を

はじめ会員の皆様に厚 く御礼申し上げます｡

さて､私がラッ トを用いて､下垂体機能の実験

研究を初めて手掛けた時か ら､丁度半年後の昭和

26(1951)年 10月に実験動物研究会 (日本実験動

物学会の前身)が創立された｡安東理事長 ･田嶋

常務理事の強力な リーダーシップの下に着実に実

績 を重ね､当初は微生物学 ･免疫学 ･遺伝学 ･腫

癌学の一部の先覚者集団に過ぎなかった研究会は

関連する学問技術分野から協力者を集めて､学際

的活動を続けて発展 し､昭和 32(1957)年 4月に

は 日本実験動物研究会 と改称 し､主 としてマウ

ス ･モルモットを対象に実験動物の近代化のため

に研究の促進と啓蒙運動を強化 した｡その年の 12

65
月に､私は安東先生に招かれて｢これからラットに

ついて力を注ぎたいので協力して欲 しい｣とのこ

とで研究会に入会 した｡その時､安東先生はあら

か じめ私の恩師星冬四郎先生の研究室を訪ね､そ

の旨の了解を得 られていた｡

同研究会は実験動物に関するあらゆる問題の発

展に指導的立場を演 じ､その素晴 らしい成果は枚

挙にいとまがない｡そ して実験動物科学の発展に

伴い､同研究会は次第に純学術団体的な性格に変

遷 し､昭和 55(1980)年 4月に実験動物学会に衣

替えして､益々学問的発展を続けていることは喜

ばしい限 りである｡また､嘗ての研究会が果たし

てきた役割は (社)実験動物協会､実験動物技術

者協会､その他の各団体が行って各々発展 してい

る｡また､実験動物に関する新たな研究団体も生

じ新 しい分野の研究開発が行われている｡しかし､

実験動物界全般に亙るリーダー格が消失している

ことは斯界の発展のために憂慮すべき問題である｡

私が皆様にお話したいことは､目覚 しい進歩発

展を続けている実験動物科学の来し方を顧みて､

方向性がこのままでよいのか､実験動物の使用目

的の本質を掘 り下げて考え､見逃されている基本

的に大切な問題を取上げて､面白おかしくお話 し

して皆様のお役に立てることが出来ればよいがと

思っている｡例えば､実験動物関係者が恒温恒湿

飼育 ･SPF動物 ･固型資料を理想と考え､発育や

栄養の判定を体重に依存 していること等の欠陥や､

育種の功罪等の諸問題について､動物の生理 ･生

態 ･本能等か ら考え直すこと等をお話 ししたい｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

第45回岡山実験動物研究会

平成 15年 6月 13日(金)午後 1時 30分から午後

5時 20分まで岡山大学教育学部の河田哲典先生の

お世話で岡山大学文化科学系総合研究棟 4階オー

プンラボトリーA多 目的スペースを会場にして開

催された｡

はじめに､会長の倉林譲先生 (岡山大自然生命

科学研究支援センター動物資源部門)から開会の

挨拶があり､その後､賛助会員による講演に移っ

た｡賛助会員による講演は｢動物実験製品紹介一医

療機器メーカーの視点か ら-｣と超 して鴻池将義

民 ･平林自-氏 (泉工医科工業㈱)が講演された｡

この司会は倉林譲先生 (岡山大自然科学生命科学

研究支援センター)が担当された｡

次に､一般講演に移った｡一般講演 1は｢ビタミ

ンB12欠乏ラット精巣の組織学的変化の発現に及

ぼすメチオニン添加の影響｣と超 して河田哲典先
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坐 (岡山大教育学部)が講演された｡この司会は

杉本幸雄先生 (岡山大薬学部)が担当された｡一

般講演 2は｢ラットの睡眠障害モデルの睡眠覚醒

サイクルに対する短期間型睡眠薬の効果｣と題し

て四宮一昭民ら (岡山大薬学部)が講演された.

この司会は国枝哲夫 (岡山大院自然科学研究科･

農学部)が担当したQ

休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡

(∋平成 14年度の研究会の活動 :第 43回研究会は

6月 7日 (金)13:30から重井医学研究所で､賛助

会員による講演 1題､特別講演 1題､一般講演 3

題､第 44回研究会は 11月 29日(金)13:30からメ

ルパルク OKAYAMAで､賛助会員による講演 2題､

特別講演 1題､記念講演 1題｡②平成 14年度の会

計収支決算報告:収入 1,221,332円(前年度繰越金

570,820円含む)､支出 605,036円､残高 616,296

円であり､平成 15年 5月9日に会計監査を受けた｡

③平成 15年度の会計収支中間報告(1月 1日～6

月 12日):収入 688,303円(前年度繰越金 616,296

円含む)､支出 80,600円､浅高 607.703円｡④常

務理事の選任 :重井医学研究所の内藤一郎先生が

6月 1日から岡山大学大学院医歯学総合研究科に

転勤されたことから､重井医学研究所から新たに

佐渡義一先生が常務理事に選任された｡⑤平成 15

年度の活動計画:第 45回研究会は6月 13日13:30

から17:20まで､岡山大文化科学系総合研究棟で

開催された｡第 46回研究会は 11月 28日 (金)午

後にメルパルクOKAYAMAで開催を予定｡⑥その他､

退会者の報告などであった｡

会務報告後､直ちに一般講演 3に移った｡｢被毛

異常突然変異遺伝子(ypc)における分子遺伝学的

解析｣と題して舛甚賢太郎民ら(岡山大院自然科学

研究科)が講演された｡この司会は内藤一郎先生

(岡山大院医歯学総合研究科)が担当された｡

一般講演に引き続いて､特別講演が行われた｡

特別講演は｢カメムシの飼育と応用に関する最

近の話題｣と題して安永智秀先生 (岡山大教育学

部)が講演された｡この司会は河田哲典先生 (岡

山大教育学部)が担当された｡

特別講演終了後､河田哲典先生のご配慮で岡山

大学ピーチユニオンで懇親会が持たれた｡会長の

倉林譲先生の御挨拶の後､本研究会名書会員の矢

部芳郎先生から御挨拶と乾杯のご発声をいただい

た｡懇親会では会員相互の親睦を深めることがで

きた｡本研究会理事の三谷恵一先生の閉会の御挨

拶で､和やかなうちに閉会した｡

賛助会員による講演

動物美点製品招介

一医療機器メーカーの視点から-

平林 白一 ･鴻池 将義

泉工医科工業株式会社 動物課

はじめに

今回､われわれは弊社取扱製品の有効な使用方

法をご紹介させて頂きたいと思います｡

弊社取扱製品のうち以下の 4製品は動物実験に携

わる先生方に様々な利用方法があると思い紹介致

します.

① マグネット式開創保定器

動物実験を行う際､簡単な手術なら一人で行う

ケースが多くなっていますが､このマグネット式

開創保定器とⅤテーブルを組み合わせて使用しま

すと､術者一人でもしっかりした保定とスムーズ

な開創が行えます｡

② StemiDV4

実体顕微鏡で倍率は8-32倍の4倍ズームです｡

深度が深く､コンパクトでもち運び可能､デザイ

ン性にも優れ､しかも光源まで一体型になってお

ります｡

③ コンパクトライ ト

キセノンランプを使用した小型の光源装置です｡

ヘッドライ トやフレキシブルファイバーを接続し

処置時にサポー トします｡又､1mmのコアファイ

バーを使用して従来光が届かなかった場所を明る

くします｡

④ ラットの喉頭鋲

コンパクトライ トの1m血コアファイバーと組み

合わせる事で､従来のハロゲンランプと違い､キ

セノンランプの明るい白色光になり､喉頭鏡先端

がスリムになるため視野が広がり挿入も楽になり

ました｡

まとめ

以上 4製品をご紹介させて頂きました｡

われわれは､様々な医療機器を取り扱っており

ますが､先生方のニーズにマッチした製品をこれ

からも紹介していきたいと思います｡それに伴い

先生方の研究に少しでもお役にたてれば幸いです｡

泉工医科工業株式会社 :

〒113-0033東京都文京区本郷 3-23-13

一般講演 1

ビタミンB12欠乏ラット精巣の組織学的変化の

発現に及ぼすメチオニン添加の影響

河田哲典 1)･山本祐司 2)･田所忠弘 2)･

前川昭男 2)･和田政裕 3)･田中信夫 4)

1)岡山大教育学部 ･2)東京農業大 ･応用生物

3)城西大薬学部 ･4)静風荘病院
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演者らは現在までに､明確な食餌性 B12欠乏ラ

ットでは精巣の顕著な組織学的変化が発現するこ

とを観察し､ラットはB12欠乏アニマルモデルに

な りうることを報告 した｡ また､ この変化は

pair-feedingでも発現することから,B12欠乏に

依存することを報告した｡今回は B12欠乏に起因

するラット精巣の組織学的変化の発現機序を解明

する端緒として､Met添加飼料で B12欠乏ラット

を飼育した｡すなわち､妊娠､授乳期間を通しB12

欠乏飼料を給与した親ラットから出生､離乳した

雄ラットに 18%ダイズタンパク質飼料 (SP飼料)

及び 0.5%Met添加 18%ダイズタンパク質飼料(+

Met飼料)を給与し､Pair-feedingで 100日間飼

育し､精巣組織を観察した｡その結果､飼料への

Met添加は B12欠乏による成長の遅延を有意に軽

減するが､尿中 MMA排雅量及び肝臓 B12レベルに

及ぼす明確な影響は観察されなかった｡ SP飼料

で飼育した B12欠乏ラットの精巣重量は明確な低

下を示し､顕著な組織学的変化が観察された｡し

かし､+Met飼料では明確な B12欠乏状態である

にもかかわらず精巣重量の低下は見られず､組織

学的変化も観察されなかった｡以上のことから､

B12欠乏に起因するラット精巣の組織学的変化の

発現は飼料への Met添加により完全に阻止される

ことが確認され､この変化の発現は Metアベイラ

ビリティーと関連を有すると推察された｡

一般講演 2

ラットの睡眠障害モデルの睡眠覚醒サイクルに

対する短時間型催眠薬の効果

四宮一昭 ･重本有紀 ･藤井陽子 ･亀井千晃

岡山大 ･薬 ･薬物作用解析学

【目的】プロチゾラムや トリアゾラムなどの薬物

は臨床で代表的な睡眠導入薬として繁用されてお

り､その効果について数多くの報告がある.しか

し､実験動物で､これらの薬物の作用を検討した

成績の多 くは正常な実験動物を用いたものである｡

本研究では､睡眠障害モデルを作製し､そのモデ

ルを用いて各種短時間型催眠薬の効果を検討した｡

【実験方法】ラットをペントバルビタールで麻酔

し､前頭葉皮質および頚部筋に慢性電極を埋め込

んだ｡術後 2週間経過した後､実験に用いた｡睡

眠障害モデルは床から7cmの所に幅 3mmのステ

ンレス製グリッドを 2cm間隔でとり付け､その下

に水を張った観察箱にラットをおくことにより作

製 した｡薬物の効果は投与 6時間(9:00-15:00)

の脳波および筋電図を指標として行った｡脳波お

よび筋電図はパワースペク トル法を用いて検討し

た｡

【結果】ステンレス製グリッド上にラットをおい

た場合 (睡眠障害ラット)は､木くずを敷いた場

令 (正常ラット)と比べて睡眠導入潜時が有意に

延長した｡また､覚醒時間の増加､NREM睡眠およ

び REM睡眠時間の有意な減少が認められた｡プロ

チゾラムおよび トリアゾラムは,正常ラット､睡

眠障害ラットのいずれでも睡眠導入潜時の短縮､

覚醒時間の減少および徐波睡眠期の増加を示した

が､睡眠障害ラットでは､より低用量で効果を示

した｡ゾピクロンも正常ラットに比べ睡眠障害ラ

ットの方が､より低用量で睡眠導入潜時を有意に

短縮した｡

以上の成績から､本実験で用いた睡眠障害モデ

ルは短時間型催眠薬の効果を検討する上で有用で

あると考えられる｡

一般講演 3

社宅異常突然変異遺伝子 (〃C)における

分子遺伝学的解析

GeneticAnalysisoftheypchOLJSe

yithpoorcoatphrnotype

舛甚賢太郎 l)･辻 岳人 l)･山本美江 2)･高野 薫 2)･

小倉浮郎 3)･松田潤一郎 2)･国枝哲夫 1)

I)岡山大院自然科学 ･ 2)国立感染症研究所 ･

3)理化学研究所 BRC

現在､マウスの被毛異常突然変異個体は表現型

の判別が容易なことから､自然発症および誘発､

さらに遺伝子工学的手法により作出された発症個

体を合わせ､100近く存在する｡その表現型は多

様 で､nu(nude)な どの無毛 を呈す る もの､AJ

(a/opecja),hl(haJ'Tloss)などの脱毛を呈するも

の､ba(bare)などの貧毛を呈するもの､また､過

大成長を呈する /a(/UZZY)などの湾曲､短毛など

が存在する｡また,その遺伝的様式は常染色体劣

性､半優性､さらに性染色体とさまざまである｡

YPCマウスは国立予防衛生研究所 (現国立感染

症研究所)にて維持されている SvissAlbino系マ

ウスコロニーに発見された被毛異常の雌に由来す

る被毛異常ミュータントマウスである｡このマウ

スは正常個体と同様に､生後 10日までに細く短い

毛が体表を被うようになるが､その後硬毛に発達

することはない｡そのため､全身を長さ 1-2mm
の毛に被われ､その毛は波状を呈する｡触毛の長

さは正常であるが､波状に屈曲する｡その遺伝様

式は常染色体劣性である｡皮膚の組織学的観察か

ら､YPCマウスの毛包の発達は明らかに正常マウ

スとは異なり､毛球は小さく､基底層まで毛包が
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達することがなく､毛髄質の形成が不完全である

ことが観察された｡また､毛乳頭の毛球への陥入

が不十分であり､毛周期は存在するが､正常マウ

スに比べ,早く退行期へ移行することが示唆され

ている｡このことから､YPCマウスの呈する被毛

異常は､毛髄質の形成不全と毛球の萎縮から､毛

母細胞を意地する毛乳頭の不十分な陥入による､

その機能の低下に起因するのではないかと考えら

れた｡

この被毛異常を引き起こす遺伝子を同定し､機

能を解析することにより､毛の形成メカニズムの

解明に新しい知見を与えることができると考えら

れるOそこで､ポジショナルクローニング法によ

り､この原因遺伝子を明らかにすることを試みた｡

YPCマウスとJFl/Msfマウスとの間で､計 1010個

体の戻し交配個体を作出し､マイクロサテライ ト

マーカーを用いて連鎖解析を行った結果､ypcは

ヒトの第 8染色体に相同である｡マウス第 1染色

体近位端側に位置づけられた｡さらに､このマウ

スおよびヒトの領域に存在する機能遺伝子と､機

能が明らかではない新規の遺伝子よりなる連鎖地

図を作成 したところ､ypcは 6330565B14Rikと

cops5との間､約 460kbの額域内に位置づけられ

た｡この領域には既知の機能的遺伝子 2個と5個

の新規の遺伝子が存在するが､これらの既知遺伝

子の機能は毛の形成に関与するものではないこと

から､YPCマウスの被毛異常を引き起こす原因遺

伝子は新規の遺伝子に生じた突然変異である可能

性が示唆された｡

特別講洗

カメムシの飼育と応用に関する最近の古題

安永智秀

岡山大学教育学部動物学研究室

カメムシ類は､一般的な概念としては､｢臭いム

シ､いやな虫｣のレッテルが貼られ､昆虫類の中

でもどちらかといえば忌み嫌われている一群であ

る｡しかしながら､そうした ｢不快害虫｣の側面

は実のところ人間の好悪感情によって生じたな一

面にすぎず､実際には生態系の中できわめて多様

性に富むグループとして認識されるべきであろう｡

具体的には､カメムシとひと口にいっても世界

に5万を超える種が存在し､わが国にも千種以上

が生息している｡種数が多いばかりではなく､生

態も多様化し､植物に寄生するもの､他の微小な

動物を捕食するもの､キノコなどの菌類に依存す

るもの､晴乳類や鳥類から吸血するものなど､さ

まざまな生活様式がみられる｡そのため､人間生

活との関わりが深いカメムシも少なからず存在し､

重要な農業害虫としてマークされる種や病原体を

媒介する衛生害虫などが知られる反面､農作物や

穀倉で害虫を効率的に捕食する有益なカメムシも

多い｡こうした理由から､応用昆虫学の分野では､

カメムシ類を飼育することは､研究や防除 ･利用

に欠かすことのできないプロセスであり､主要な

実験動物のひとつともいえる｡

本講演では､カメムシ類を取り扱った応用昆虫

学分野での飼育法､防除 ･利用技術の開発に関す

る最近の話題について紹介したい｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 14年度第 2回理事会

平成 14年 11月 29日(金)12時 10分から12時

50分までメルパルクOKAYAMA(岡山郵便貯金会館)

で開催された｡

①平成 13年度の会計収支決算報告:収入の部と

して 前年度繰越金 629,110円､会費 34,000円､

賛助会費 180,000円､広告料 50,000円､会報売上

代 500円､寄付金 100,000円,郵便貯金利子 397

円となり､収入総額は 994,007円､一方､支出の

部として､第 18号会報印刷費 149,887円､通信費

59,880円､第 41回研究会費謝金 30,000円､補助

金 20,000円､第 42回研究会費 60,000円､補助金

100,300円､雑費 3,120円となり､支出総額は

423,187円､残高は 570,820円であった｡会計監

査 5月 28日に監事の中永征太郎先生､河本泰生先

生によって行われた旨の報告があった｡

②平成 14年度の会計収支中間報告(1月 1日～11

月 27日):収入の部として前年度繰越金 570,820

円､会費 39,000円､賛助会費 360,000円､日本生

物工学会西日本支部協賛金 20,000円､郵便貯金利

子 12円となり､収入総額は 989,832円､一方､支

出の部として､第 18号会報印刷費 150,150円､通

信費 59,890円､第 43回研究会費謝金 30,000円､

補助金 20.000円､雑費 14.239円となり､支出総

額は274,279円､残高は715,553円となっている｡

③第 19号会報の発行について :9月に発行し､10

月に会員に送付した｡新たに英文目次､背文字を

設けた｡創立 20周年記念号として研究会だよりに

｢岡山実験動物研究会の 20年間のあゆみ｣を掲載

した｡④第 44回研究会 (創立 20周年記念大会)

の企画について:創立20周年記念に相応しい企画

として､記念講演を企画し､その講師に今道友則

先生 ((財)動物繁殖研究所名誉理事長､日本獣医

畜産大学名答教授､日本動物看護学会会長)を御

招待し､本日御講演をいただくことになった｡さ



69
らに､特別講演の講師として本研究会理事の三谷

恵一先生 (岡山大学文学部教授､平成 15年 3月御

退官)にお願いした｡⑤第 45回研究会の企画につ

いて:次回の第 45回研究会は会員持ち廻りで､岡

山大学教育学部の河田哲典先生に御引き受けいた

だいた｡研究会は 6月頃に開催する予定である｡

⑥役員 (任期期間 :平成 15年～16'年度)の選任

について :会則第 9粂 (役員の任期)により役員

の任期は平成 14年度末で終了することから､会則

第 7条(役員の選任)に則り役員の選任を行った｡

その結果､現役員は全員留任することが了承され

た｡⑦その他 :退会者と入会者の報告があった｡

退会者:石井一宏氏(京都大学･ウイルス研究所)､

広川満良民 (川崎医科大学)､三上博輝氏 (日本臓

器㈱生物科学研究所)､盛政忠臣氏 (医療法人祥和

会福山脳血管医学研究所)､入会者 :嶋村美智也氏

(㈱クラレ･構造解析センター)､小平和久氏 (㈱

クラレ･構造解析センター)､辻岳人民 (岡山大学

大学院自然科学研究科 ･農学部)｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成 15年度第 1回理事会

平成 15年 6月 13日(金)12時 40分から13時

10分まで岡山大学文化科学系総合研究棟 4階オー

プンラボラトリーA多目的スペースで開催された｡

(D平成 14年度の活動報告 :研究会を2回開催｡

第 43回研究会は6月7日13:30から重井医学研究

所 (医療法人創和会協賛)の内藤一郎先生のお世

話で開催｡賛助会員による講演 1題,特別講演 1

題､一般講演 3題､懇親会が企画された｡第 44

回研究会は 11月 29日 13:30からメルパルク

ORAYAMAで日本生物工学会西日本支部の協賛で開

催｡賛助会員による講演 2題､特別講演 1題､記

念講演 1題､懇親会を企画した｡研究会報 (第 19

早)の発行 :9月に発行し､10月に会員へ送付し

た｡真数は 68頁で､新たに英文の目次を設け､背

文字を挿入した｡平成 15-16年度の役員の選任 :

9月 24日開催の拡大常務理事会で検討し､下記の

通り現役員は全員留任することとした｡

会長 倉林 譲

理事 石井 猛 ･栗本雅司 ･高橋正佑 ･初鹿了 ･

三谷恵一 ･山下真司

(常務理事)浅田伸彦 ･新井成之 ･大森膏 ･亀井千

晃 ･河田哲典 ･国枝哲夫 ･佐藤勝紀 ･佐藤芳範 ･

辻岡克彦 ･内藤一郎 ･山本敏男 ･佐藤義一(新任)

監事 中永征太郎 ･河本泰生

理事会の開催 :6月 7日､11月 29日､常務理事会

の開催 :4月 23日､9月 24日

②平成 14年度の会計収支決算報告:収入の部とし

て前年度繰越金 570,820円､会費 130,000円､賛

助会費 500,000円､日本生物工学会西日本支部協

賛金 20,000円､会報売上代 500円､郵便貯金利子

12円となり､収入総額は 1,221,332円､一方､支

出の部として､第 19号会報印刷費 150,150円､通

信費 59,890円､第 43回研究会費謝金 30,000円､

補助金 20,000円､第 44回研究会費 100,000円､

補助金 230.757円､雑費 14,296円となり､支出総

額は 605,036円､残高は 616,296円であった｡会

計監査 5月 9日に監事の先生方によって行われた

旨の報告があった｡

③平成 15年度の会計収支中間報告(1月 1日～6

月 12日):収入の部として 前年度繰越金 616,296

円､会費 42,000円､賛助会費 30,000円､郵便貯

金利子 7円となり､収入総額は 688,303円､一方､

支出の部として､通信費 20,480円,第 45回研究

会費謝金 30,000円､補助金 30,000円､雑費 120

円となり､支出総額は 80,600円､残高は 607,703
円となっている｡

④常務理事の選任 :重井医学研究所の内藤一郎先

生が 6月 1日付けで岡山大学大学院医歯学総合研

究科人体構成学分野に転勤されたことから､後任

の常務理事として佐渡義一先生 (重井医学研究所

免疫部門 ･部長)が了承された｡

⑤平成 15年度の研究会の活動計画:研究会の開催

2回｡第 45回研究会 平成 15年 6月 13日､岡山

大学文化科学系総合研究棟で開催､世話役は河田

哲典先生 (岡山大学教育学部)､第 46回研究会 平

成 15年 11月 28日､ピュアlJティまきび (まきび

会館)で開催することに決定､第 20号研究会報の

発行(9月)､理事会の開催 :6月 13日及び第 46

回研究会の開催日､常務理事会の開催 :5月 13日

及び 9月下旬をそれぞれ予定している｡

⑥退会者 :大北精一氏 ((財)阪大徴研)､岡光洋氏

(㈱福田種鶏場)､小野耕一氏(財)阪大微研)､花

谷洋子さん (㈱林原生物化学研究所藤崎研究所)､

前田芳貧民 (鹿児島大学農学部)､山口恒夫氏 (川

崎医療短大)､吉田正道氏 ((財)阪大微研)､(賛助

会員)岡崎産業㈱､㈱ケ一･エー･シー･東洋熱㈱｡




